
簡易マスクの試作

1. 1孟しカeき

近年。呼盟器具顕は。人命保聾あるいほ.労働安全

衛生上から各方面で盛んに研究され.その進配はいち

じるしいものがある 消防界においても.今日まで各

種多様の呼盟器具が閲尭され.成果をおさめているこ

とは鼠に喜こばしいか吉りである

しかし，今aまで問罪されてきたものは.一腔火見
より，むしろ特轟な場合に直期することを目的とした

ものである したがって一位火民では ほとんどの隊

員が呼亜に関しては無防情なのが現況である 腔

火民でも。堕俊壁あるいは瞬間的な熟覧等の障害に

あって，隊員は無意味に体力を抽耗するばかりかきわ

めて非高生的でもある.

これら問題を解決すベ〈昭和3&年7月より研究を進

めてきたが ニのたび誌作品が完成したので，その構

造，性能等について紹介するー

2 簡易マスク由具備すべき条件

マスタの置指を決定する要件は種々あるが，置許的

には，通常の呼盟状態に最も近いものがすぐれ，着装

感を感ずるにしたが勺て劣るという見方ができる こ

れを備進上と性能上の二点にわけて観察するとつぎの

ようになる

1. I荷造上具備すべき条件

111軽量かつ小型であること
(21顔面への9密着陸にすぐれているニと.

(31 盟買部(炉過材〉は，含水しない自衛遣であるこ

と.

(41 着装が簡単であること

(51 担野はできるかぎり広いζと

(61 各人の簡面に応じ.本体がElaに.'f!'.形すること
2 性能上且憶すべき集件

(11 !fならびに輯塵櫨聾動率にすぐれているこ と

(21 唖昆抵抗が小さいこと

(31 亜貴抵抗上昇率がEいこと!

(41 排毘抗抗が小さいこと

(51 鉾曳弁の毘官性がよい二と

(61臭買のないことー
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沼田

市川

171量年度化が少ない二と

勇 治事

治 匡志

宮武(乍にあたり。 これら柵造上1 性能上の諸点につい

てすべてを満足させるニとは選定する材料等 によ

り1 ー長一短があるので畦Lいことである したが勺

て.消防用弓マスタとして。誼要庄町大きいものを優先

して試作したのがI 今回の間晶マλ タである.

手 簡易マスクの婿造

一般に市匝されている防島マスタの構造は種々ある

が . 消防m としては難点が~(，そのまま採用するに

は多々問題がある そこで，防盛マスタを革参考にL

前記構造上具備すべき条件にマッチするよう改良を抑

え，簡易マ久タとしたものである その構造は図1に

示すとおりである

民作品について構造上田恒要を説明すると次のとお

りである

111本体をゴム材とした
軽量化あるいは臭誌という"では，むLろ!合

成樹脂材などが匝れているが 消防の場合は厘中で

の作業がほとんどであるので顔面への雷着性，あ

るいは誰にでも合うという。いわめる本体の藍静が

自由であること等が要求され その重要庄が極めて

大きいので ゴム材を選定した

ゴムの成分配合の割合は褒1のとおりである こ

のゴムの性能は，試験結果によれば.引彊強さ 280

士 5kg/cm~ 伸び 680土 10掃，カタザ 45!l1，老化に

よる臣下事釣5%程度である

(21 フロ Y トカバーを取付けた

現在市匝されている各種フ 4ルター(融雑系〉は，

水分を吉むと f 虫気抵抗が官、上昇するという主点が

ある ニれを防止するために取付けたものである

材料には.軽量化を肱かるため.合成樹脂を選定し

たが，衝撃等により磁損するおそれもあるのt目取

りはずし可能な構造とした

131 iP過材2種を亜局した
F過特(織語系統〉を直用したマスタはp 匝j百時

間日珪過にしたがって亜気低抗が上昇する この上

昇率をl できるだけ小さ〈するためにと勺た手段で

ある 園1に示されている伊過材B(共通覧泡性エ

ーテル7，令ーム〉であらかじめ担い位子を炉過L
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の構造図タマ λ簡易図 1
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|商品 名!品tマ|
ドシート 1 R， S S， 3号 1∞ |炭酸カルシ ム ウ ム

黄 l<rソプユルS 2 5 1カ ボソブラック

草 |銀撤 l 号 5 1炭酸マグネシウム

剤 |サゾセ ラ CM 1 I白
|ノタセラ o I 05 1白

描 1_____  一一一 1 1サ

剤|ノタラック C 1 1チタ γ 点ワイ
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手通材A(以下特iPという〕で世相屯;粒子を伊過す
る方式と Lた

(')晶掴粒子手通用に特炉を阻Iflしf

間亜ースクに佐用されているF過村には 布令官古
宮治縫，フェルト ガラス世証， FJゾムて:訓，
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1&砲主BIの結果では曲E話国共ι劫容のよいF

j@材は 石嗣を古んだらのである しかし石出の

古有EがM加するにつれ岨'.((p.i;j/(がと目する よれ
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Bのみにとどめ特Fに臨臨を与えないようにし

たものである.

161 盟見弁を取付けた

フロ ントカハ取付血由と同様で.ef:.~.による百5

過材の漏れを防止するために取付けたものである.

171着装の簡匝化をほかるため.へルメットの官民Eを

利用して取lずける構造としたこと z

4 簡易マスク白性能

ニこにとりあげるマλ タの性能は 伊過材AC特百三〕

とii'過材Bを一体としたものについて示したものであ

るが 合せて守性能を比較するために守 F過勿Aにマ

イクロフ 7イハ (有償合成楓維でできたもの〉を臣

用した場合の性能も同時に抱世する

なお。性能を試験するために.t量産煙に対するF
過効率。肪腹，煙飽和車曳に対する虫気担抗。 CQ

ガスに対する伊過効率 人体実験等各種E式騒を要施し

た

1 制塵嫡!I!劫率

111 試験方法

図2に示すような装置で 一辺3m， e匝27m~

の砂塵室に，粒子e2p以下の γ リカ掛Illlを尭生さ

t 者1111:70喝1m'の会有空気を30，40. 501lminの

龍量でマスタを通過させ1 マスタ前世の紐躍程度を

光電菅比色計により計糊する

国 2 初塵捕集効率醐定装置

品
開

-R
t

121詰畏

理壇条件i 室温32・c 瞳置65蝉
結果は聾2のとおりである

表 2 扮塵捕集効'"試験結巣
(1厄位 一掃〉

54: 
。 30 60 

トイタ司;11特F ロ77 特ii'1ロフ T
イパー

44 司1ィ，Z 1 30 66.5 91‘s 97・ 93.4 98.0: 93.9 
40 95.5 89.0 95 叩 o!962 92.0 

50 92.5i 89.0 93. S: 92.4; 94.;， 94.8 

2. ~言煙劫宰

111 拭験方法

図3に示す装置で一辺3m， ~-h'ロ7m' の密閉

室内ι島煙筒1)広を世間 L，先!lil0lt世に，それぞ

れ 30.40. 50 Ilmisの斑量でマ Zタを通過させ，

通過前世の煙罷此を煙霧t十により制定する

図 3 ii'煙効率捌定装置

宅-A
 

追
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を
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121桔栗

原喧条件室温 27・C，温度479惨
結畏ほ衷3のとおりであるー

表 3 ii'煙抽事院験結果

(jj陣位部}

誌¥学で理
。 30 60 

|マイタ |マイク
特F 回 77特F ロフ7 符恒ロ 7，
イρ ー イ"ー イパー

30 87.51 22.5 89.0 23.0 

40 87.01 22.0 87.01 22.0 86.5 22.0 

50 85.01 24.0 86.Oi 25.0 86.5; 26.5 

3 相塵吉有空軍による吸気抵抗

111 世験方法

国 2に示す装置で.19111含有空毘を1時間通過さ

せ， 10骨ごとにマスタ前挫の圧力差をマノメ ター

で測定する

121結果

理撞条件室温 32・C，湿度65指
結果は，表4のとおりである

4 爆による唖貫抵抗

111 試験方法

図3に示す方法で 涯を1時開通過させ10卦ごと

にマλタ前世の圧力差をマノメーターで制定する

121結果

環境条件。室温 27・C 温度47掃
結果は表5のとおりである

5 飽和車置による吸気伝説

111 試験方撞

図 4に示す装置で常畠において飽和寵気を尭生

させ 30. 40， 501lmin の箆量で~"タを 1 時間

( 10 ) 



褒 4 紛塵匝周による眠気E抗試験結果

f単位 ;mffil¥q) 

新コ主亡|。 10 20 30 40 50 60 

6.5 7.0 8.5 LO.O 11.5 12.5 1ιo 115 
30 
マイ ?oファイ，，- 5.0 6.5 8.0 9.0 10.5 12.0 13.5 1iO 

lιo 15.0 19.0 24.0 29.0 34.0 37.0 164 
40 
マイ ?r::.77イパー 7.0 8.0 9.5 10.5 11.五 12.5 14.0 1叩

15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 38.0 153 
50 
マイクロファイバー 9.0 lO.5 12.0 15.0 18.0 21. 0 25.0 178 

世上昇率は 1時間桂を示す

表s煙佐用による唖気抵抗訊瀦結果

菰1Z竺=-10 10 20 30 

6 8 10 
30 
マイクロファイパー s 8 9 

7 9 11 
40 
マイクロ 77イ，，- 6 8 13 

7 12 23 

50 守イ !TP77イハー 7 8 14 

芭上昇率は 1時間桂を示す

40 50 

12 13 14 

10 11 12 

15 16 18 : 

16 18 20 

25 27 20 

16 19 22 

60 

16 

13 

20 

21 

33 

25 

上昇率
(弾〉

167 

160 

186 

250 

266 

257 

第 6 飽和革気配F習による吸軍艦抗試験結果

F主h o 10 
F過材

{特 F 5.0 5.2 
30 マイクロ 77イ，， - '.5 

{符 F 5.0 5.5 
40 マイクロ 77イ"、一 4.0 

{特 F 7.0 7.2 
50 マイク且 77イパー 5.5 

陸上昇率は i時間能を示す

函 4 飽和議買による政見拡抗制定装置

20 

5.5 

5.8 

7.5 

(単位 mmAq) 

30 40 50 60 

5.8 6.0 6.2 6.5 30 
3.0 3.1 24 

6.0 6.2 6.5 7.0 40 
4.7 5.0 25 

7.8 8.2 8.5 9.2 31 
6.5 7. 1 29 

通過させ 10分ごとにースタ前桂の圧力進をマノノ

ーターで嗣定する

121桔畏

( 1! ) 

現段条件室温21・C 温度 '8弾
結果は 衷6のとおりである

6. COガスF過率民睦

111 試駐方法
図 5に団す桁A. Bを作り Aの上出干しに炉:G貯

をのせ さらにその上に箱Bをのせる 箱Aに部市

ガ;:.;2充満し 箱Bから J ンフで吸引しつつ i'1iA 



B 内のー隊化民主置を北川式世知掃により捌定ず

る 同時にi 可酷性ガス濃度を可燃性ガF燥尭下限

界剛定器により計測する.

図 5 COガスiP過率制定詰E

明:
裏面A

I<...j 

岱れ
121結果

環担糸件。室温 18・C，I闇度45酎
結果については。考察で述べることとする

7 人体重融

111 実験方法

間口4町四、興行890開高さ 380酬の密閉室内に

尭煙筒5;;拡を匝周し，尭煙2分桂に。 3人抗それ

ぞれF型防置具.簡易マスク(/i'過材Aに特伊およ

ひマイタロプアイパ←住用のもの〉を着主主し視煙中

ιおける呼盟状配合比較する

121結果

試験灸件。平常時の光電池電斑 26.5μA 

実験時の光電池電斑 2 .......0.8μA 

結果はI 事?のとおりである

表 7 人体実験結果

A 

B 

C 

場合である

:+1 
5 考察

策集劫率について

睦にマスタの捕集効喜容は，流量変化による変化と

定過時間による変化並びに結畏にあらわれた世字か

ι総合的に恒劣を判断することができる 前二者
は!図 6，7， 8に示されているように。特tp. ~ィ

タ由ファイハー共にその珂置はI ばとんど0に近い

したがっτl時閣量産の世周では効率にあま り変化の

( 12 ) 

図 6 流lil霊化にともなう純血効出
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ロプアイパーに比較してやや高めである 壁抗上昇。

不均ーについては 前述したとおり製造工程に問題が

あると君、われる

飽和蒸気による吸気侭抗の状配ほ韮6に示すとお。J

ややマイクロプアイ パ が鹿れているように豆、円れ

経過時間と震による盟覧誼抗との関再

.， 
A、
-" 

~-戸­~:::=-

ないニとがわかる 最桂に監字であるが置量変化。

経過時間に関誌な〈 蹄塵の場合，特{Fib;93蝉e マイ

クロファ Jパ が田修以上のF過事を示している 二

況に対L還の鴎合は特事が85骨，ーイタロ 77イバ

ーが22自彊亜で ~イタロファイバーが匝めて低い劫

串を示Lている

暗賓抵抗について

盟宜主抗の場合u.情操効率七同線な考え方でiP過

材の匪荷圭決定することができる 図4は流量霊化に

ともなう~尭低抗の状態を示 Ltこも白であるが I!)盛

を置用した場合の特Fをのぞき 流畳増加にと bなう

張気抵抗日上昇ナる状態がほ~l'同じであり 散字的に

もあまワ大草伝い 粉塵を世周した場合の特哲三の結果

が 40， 50L/minできわめて不本意な結果を示してい

るが これは符Fの陸軍としての結果でな<.特炉型

造工程に程因するむのと思われる
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以上のことがらから 吸覧抵抗について総合的にみ

ると マイクロファイ ρ ーがやや置れている ただF占

題になるのは特伊マイタロ 77イパ 共に経過時

間にしたがって盟毘抵抗が漸次上昇するので。世用時

間に隈界記ある この直用時間の限界については。廷

輯度。あるいは掛邸密度，製造の問題，体力的な個人

珪等の各瞳条件があるのでいちがいに決定 Lがたい

が結果から判断すると.iP過材Aに特iPを世用した

場合で的30舟担度のように思われる

一般的事項

COガスのF過はー鍛的にみて不可能とみるべ主で

ある なお試験方法においてt 都市方気の押込み 援

引等に問題もあり，デ タに多少不明なところもある

ので陥載しなかったものでゐるが 再度間宮な試験を

したつえで解明 Lたいと思う

車陸に.各種試験結果から

すると?ー紘火民等での佐用には。

ものと思われる
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託量変化と張先抵置の閲保
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抵

マスタを記合的ι判定

か伝りIVII寺できる

置 (1/崎川〉

図10および日は経過時間に対す抵抗変化を示したも

のであるが 両者と b マイクロファイバーの場合は

流量白変化時間の経過に対する抵抗日上昇状置が均

ーである ニれじ対し特伊の場合は一応その傾向

を示しているが不均一なところが多く 抵院もマイタ

間10 経過時間と粉塵による吸気抵抗との関臨

ーへ

呼岨器具にか:rらず.各種出材には，すべて一長一
盟がある今回試作したースタについても問機でゐ

各曲以験結果から，ースタの畏所。 !I(陥宏摘叫す

れば次のとおりである

l 畏所

11I小型で.極めて簡単な出過であるから 誰にでb
使用できる

(21 マスクの器禁による作業上の昨容が。舵来の呼吸

保.mi~jに比して亜めて少ない

(31 君主取りはずしが極めて簡単である

びすむ6 

る

( 13 ) 

" "均的河 {司柄、吋
司

梼 亀
"。



(1) 吸克砥抗の上昇にともない呼盟国曜になるが，世

来の自給ま止のように世械的によるものでないから

時間的な余裕がある.

2 究陥

III盟昆証抗が漸次上昇するため，匝同時間に限界が

ある

12) 毒性ガスの炉過が不可能であるー

(3)陪繋量の少い密閉された控物火見等での世用は不

( 14) 

適である

前にも述べたように ニのマ久タは， 粧火主にお

ける煙白陸型自専から呼盟器系統を保l!fする目的で試作

されたも白であるーしたがって その時白状配にもよ

るが.多量の音性ガスが晶成している火1ltや 1 密閉室

内での大見など 空気白状盟が呼堕するに通しない場

合 あるいは並助作聾等，特殊な場合の臣用は不適

である.




